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つ・ぶ・や・き

もりもりクラブ
８月９日、阿波森林公園

　
昭
和
50
年
発
行
の
『
母
校
の
あ
ゆ
み 

津
山
高
校
八
十
周

年
記
念
誌
』
に
よ
る
と
、
当
時
の
競
技
種
目
に
は
体
操
や
競

争
、
ダ
ン
ス
、
綱
引
き
な
ど
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
写

真
で
、
羽
根
突
き
も
競
技
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
勇
ま
し
く
鉢
巻
き
を
締
め
、
ス
カ
ー
ト
に
ズ
ッ
ク
靴

で
、
一
生
懸
命
に
羽
根
の
行
方
を
追
っ
て
い
る
女
学
生
た
ち

の
姿
が
ほ
ほ
笑
ま
し
い
で
す
ね
。
同
じ
日
に
撮
影
さ
れ
た
ほ

か
の
写
真
に
は
、
玉
入
れ
や
組
み
体
操
、
教
職
員
に
よ
る
玉

運
び
競
争
な
ど
が
写
っ
て
い
て
、
全
校
で
和
気
あ
い
あ
い
と

運
動
会
を
楽
し
ん
で
い
る
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
当
時
、
津
山
高
女
の
運
動
会
の
観
覧
は
、
父
兄
を
除
い
て

男
子
禁
制
だ
っ
た
の
で
津
山
中
学
（
現
津
山
高
等
学
校
）
の

男
子
学
生
た
ち
は
女
学
生
の
姿
を
一
目
見
よ
う
と
津
山
城
の

松
の
段
に
集
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
ず
ら
り
と
並
ん
で
大
騒
ぎ

し
、
そ
の
声
が
津
山
高
女
の
校
庭
ま
で
響
い
て
い
た
こ
と
が

当
時
を
知
る
人
た
ち
の
語
り
草
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
山
下
に
あ
っ
た
津
山
高
等
女
学
校
（
津
山
高
女
）
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
運
動
会
の
一
こ
ま
。
背
景
に
は
、
前

年
に
津
山
城
跡
で
開
催
さ
れ
た
「
産
業
振
興
大
博
覧
会
」
の

模
造
天
守
閣
（
張
り
ぼ
て
天
守
閣
・
広
報
つ
や
ま
平
成
22
年

11
月
号
で
紹
介
）
が
見
え
ま
す
。

　音楽祭の合唱･室内楽コンサートへの取材。昔、合唱をやっていた
時のことを思い出し、奇麗な歌声や素敵な音色のステージにすぐに引
き込まれ、感動してカメラをのぞく目が涙で溢れて、シャッターを押
すこともままならなくなりました。今度はステージに立つ側に… (G)

　健康づくりに睡眠は重要だろう。やっぱり早寝早起きが基本かな。
寝る予定の１時間前から音楽を聴いて脳をリラックスさせて。眠る時
といえば羊数えだな。よし｡ (羊が１匹、羊が２匹…)っと。(…羊が100
匹…）むにゃむにゃ。(…羊が11,920匹）…脳が活性化してない？ (～)

　紀伊半島に甚大な被害をもたらした台風12号。津山市でも市災害警
戒本部が久米地域に避難準備情報を発令。緊張が走りました。後日、
被災地の首長がテレビ番組で語った言葉が心に残りました「狼少年に
なること恐れず、情報伝達の質と量と手段の見直しが必要だ｣｡(修)

表紙について

　森林のことを知ってもらうために開
催される「もりもりクラブ｣。児童クラ
ブの子どもたちがスギやヒノキの間伐
を体験。のこぎりで順番に木を切っ
ていき「倒れるぞ～」の声と共
に木が倒れ、歓喜の声が上

がりました｡

昭
和
12
年
10
月
11
日   

津
山
高
等

女
学
校（
現
津
山
高
等
学
校
）運
動
会

Album

現在の津山高等学校体育祭
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東日本大震災復興支援運動「Proud! Japan」について
Proud！Japanというロゴマークとともに、｢被災地の皆さんは日本の誇りです！ だからみんなが応援しています」というエールを
日本全国から被災地に送り、復興の力にしてもらおうという運動です。


